
図１　クローヴィスの尖頭器（Fiedel（1996）より抜粋）
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研究ノート

パレオ・インディオとアメリカ大陸最古の土器文化
1
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1  Roberto Lunagómez Reyes, El Paleoindio y los primeros complejos cerámicos americanos. 

　最初のアメリカ人はホモ・サピエンスすなわち現生
人類であるため、アメリカ大陸は人類が第２段階にて
進出した大陸と考えられている。しかし、その民族系
統についてはまだ研究者間での見解が一致していな
い。もともとは３万年以上前の更新世の間に、ベーリ
ンジアの陸橋を渡ってアラスカの北西部にやってきた
モンゴロイドだと言われていた。その後、コーカソイ
ド系の東ヨーロッパ起源の人々であったとされ、近年
では、人間が大西洋と太平洋を通ってアメリカ大陸の
南部の海岸へ到達することが出来たとも提唱されてい
る。
　アメリカ大陸における人間活動の最古の証拠は、尖
頭器（せんとうき）と呼ばれる石製の遺物である。そ
れらは火打ち石、フリント、黒曜石、玉髄といった
様々な石を原料として複雑な技術で製作された両面を
加工した石器である。これらの石器は狩猟に用いられ
たためにバイソンなどの動物遺存体と共伴する。ま
た、それらは打撃による剥離と押圧剥離、石刃、特に
中央にへこみのある樋状剥離（ひじょうはくり）など
の特徴を有する。そのような石器はクローヴィス伝統
（紀元前１万2500～１万年前）に属する有名な尖頭器
として知られ、フォルサム、サンディア、ユマ、ラ・
ホヤ、ラボックなど地域的バリエーションがある。も
ともとは米国南西部のニューメキシコ、アリゾナ、カ
リフォルニア、テキサス諸州の様々な遺跡で見つかっ
ていたが、今日では北は北米大陸のアラスカ、南は南
米大陸のコロンビアに至る広大な範囲で分布していた
証拠が見つかっている（Ames & Maschner 1999; Fiedel 

1996; Lekson 2009）。
　尖頭器、つまりクローヴィス伝統の革新的な発明
は、アメリカ大陸における人類の著しい技術発展で
あった。バイソン、鹿、馬、ラクダ科動物、カリブー
といった大型動物の狩猟だけでなく、野ウサギなどの
小動物を狩るのにも用いられ、更新世から完新世への
移行期における非常に激しい環境変化の中で何世代に
も亘って日々の食料を補うのに役に立ったのであっ
た。
　一方、アラスカ、ペンシルヴェニア、ヴァージニア
といった北米大陸の他の地域では別の石器文化が見つ
かっており、木葉形尖頭器、溝のある樋状剥離を伴う
両面加工の石刃、スクレイパーなどに特徴付けられ
る。それらはカスケード尖頭器、メドウクロフト岩陰
尖頭器、カクタス・ヒル尖頭器と名付けられ、クロー



図２　魚尾形尖頭器（Suárez & Santos （2010） より抜粋）

273

パ
レ
オ
・
イ
ン
デ
ィ
オ
と
ア
メ
リ
カ
大
陸
最
古
の
土
器
文
化

ヴィスと同等に古く複雑な技術を示している（Lankford 

2006）。
　同様に、古人骨にも最初のアメリカ人の系統の多様
性が認められる。それはメキシコ、米国、南米の特に
ブラジル共和国のアマゾン地帯のルジア遺跡などで発
見された人骨で顕著に見られる。
　一方、南米では魚尾形（ぎょびけい、ぎょびがた）
と呼ばれる初期の石器文化が見つかっている。それは
クローヴィスの技術的特徴、すなわち中央の樋状剥離
を伴う両面加工石器であるが、少し違いがあり、柄つ
まり基部が魚の尾に似た形に加工されている。そのた
め魚尾形と命名されたのである（Bate 1982）。この魚
尾形石器文化はパタゴニアのモンテ・ベルデ遺跡、ロ
ス・トルドス遺跡、ラス・マノス洞窟などの古い遺跡
（Scheinsohn, Szumik & Rizzo 2009）、アマゾンのモン
テ・アレグレ遺跡やペドラ・フラーダ遺跡で見つかっ
ている（Roosevelt et al. 1996）。このことは魚尾形石器
文化がクローヴィス文化と同じくらい古い、あるいは
それ以前に遡る可能性を示している。
　中米地域も例外ではなくクローヴィスに匹敵する早
期の石器文化が発見されており、特にメキシコの北
部、中部、南部、グアテマラ、ベリーズなどで顕著で
ある。メキシコ国立自治大学のギジェルモ・アコスタ
によるチアパス高地での最近の研究や、アルデレアン
等によるサカテカス高地のチキウィテ洞窟の調査から

（Ardelean et al. 2020）、最終氷期のメキシコ領域にお
ける人類の古さが問題となっている。
　これら全ての調査では、中米は数千年の間、初期の
人間集団の交流が行われていた地域であり、人々が生
き延びるために採集、狩猟、漁労のよりよい状況を模
索していたことが示唆されている。それ故に、我々は
最初のアメリカ人はどのような人たちであったかにつ
いて確かなことは分からない。しかし、彼らは人間の
家族集団ないし部族であり、時に温和ではなかった環
境条件下でも生き延びるのに成功したことは分かって
いる。食料の獲得には多くの失敗を重ねて、熱帯や森
林での果実の採集、古期における園芸といったことに
成功し、それらによって生存が可能となったのであっ
た。
　それから数世代も後に、アメリカの人々は人類史の
大きな発明品の１つとして考えられる粘土を焼くとい
う技術、つまり土器の発明という技術革新を成した。
その頃、中東（メソポタミア、エジプト、インダス川
流域）、ヨーロッパ、ロシア東部、モンゴル、トルコ、
極東（中国、韓国、日本）といった世界の他の地域で
は既に土器製作が始まっていた。
　一方、ペルー中央海岸に流れるスーペ川の渓谷に飛
び地のように位置するカラルと呼ばれる場所には４千
年以上も前に、別の技術進歩と社会政治的複雑性の特
徴が発展した並外れた遺跡が存在する。その特徴とし
て例えば、広場に配置された記念碑的建造物、都市的
設計、カラル内での階層制のある遺跡分布モデルと
いったものが挙げられる。それほどの社会発展にも関
わらず、シャディー等の近年の調査によると、家庭内
労働あるいは儀礼活動ではかご製品の使用が認められ
るものの、灌漑を伴う農作業に際しては土器を必要と
しなかったというのである（Shady et al. 2001）。疑い
なく、カラルはアメリカ考古学の中でも傑出した遺跡
である。
　エクアドルの海岸ではアメリカ最古の土器文化の１

つバルディビア文化が現れた。それは人形土偶、鍋、
テコマテ（無頸壺）、碗や鉢のような広口土器を特徴
とする。ベティー・メガーズなどの専門家たちは、バ
ルディビア土器と日本の有名な縄文土器との間には文
化的な結びつきを想定した（Meggers 1966）。しかし
バルディビアではそれよりも古いサン・ペドロと呼ば
れる相が見つかったため、南米早期のこの土器文化が
縄文土器に由来するという仮説は否定された。
　タペリアとモンテ・アレグレの両遺跡についても述



図３　チキウィテ洞窟（Ardelean et al.（2020）より抜粋）
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縄文（a, c, e）と早期バルディビア（b, d, f）土器の器形と装飾の類似性の例。a-b、折り返しと指圧による縁、c-d、「組
みひも」の押印、e-f、凹凸のある口縁部とジグザグに配置された彫り込み線。出土地：a、いわさけ式、九州、縄文中期（ ）；
c、勝坂式、本州、縄文中期（ ）；e、堀之内貝塚、千葉、縄文後期（ ）；b, d, f、バルディビア遺跡、グアヤス地方、エクアドル。

図５　縄文とバルディビアの土器タイプ（Meggers（1966）より抜粋）

図４　カラル遺跡の地図（Shady et al.（2001）より抜粋）
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. カパチャ、コリマ 紀元前 年

. プエルト・マルケス、ゲレーロ 紀元前 年

. バーラ、チアパス 紀元前 年

. エスピリディオン、オアハカ 紀元前 年

. プロン、プエブラ 紀元前 年

. アマテ・テンプラーノ、モレーロス 紀元前 年

. チャヒル、ベラクルス 紀元前 年

. ラウダル、ベラクルス 紀元前 年

. オホチ、ベラクルス 紀元前 年

A．米国南東部 紀元前 - 年
　（サバンナ川、スターリングス島、オレンジ）
B. モナグリージョ、パナマ 紀元前 年
C. コロンビア 紀元前 - 年
　（プエルト・オルミーガ－バルロベント－サン・ハシント）
D. エクアドル 紀元前 - 年
　（バルディビア－マチャリージャ）

図６　アメリカ大陸最古の土器文化（Weaver（1981）より抜粋）
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べておかなければならない。アンナ・ルーズベルトの
チームが調査を行ったブラジル・アマゾンの遺跡であ
り、そこの出土遺物の試料から加速器質量分析により
現在から７千年前以上も前の年代測定値が得られてい
る。他の早期の土器文化が認められた遺跡と同様に、
その土器は複雑な器面装飾、テコマテや鍋のような口
が閉じた器形に特徴付けられる。それらはおそらく家
庭内で、あるいは儀式の際に液体を保管して輸送する
ために使われたようである（Roosevelt et al. 1996）。
　テコマテの口が狭い器形は、おそらく液体の輸送の
ためにカボチャの形状を特に模倣した結果であり、そ
の製作はアメリカ大陸各所で見られた早期の真の革新
的出来事であった。テコマテや長頸の深鍋は、サバン
ナ川に位置するスターリングス島遺跡、ポヴァティ・
ポイント遺跡といった米国東部からアマゾンに広がる
初期の土器文化で最も使われた特徴的な器形であり、
その器形が広まって、長期間に亘る真の土器伝統と
なった（Bletter & Daly 2006）。
　一方、中米地域でもホンジュラスのプラヤ・デ・ロ
ス・ムエルトス遺跡、コロンビアのプエルト・オル

ミーガ遺跡、バルロベント遺跡、そしてパナマ地峡の
モナグリージョ遺跡に初期の土器文化が現れた。両地
域では器面の細かな装飾の施された様々な器形の土器
文化が出現している。
　もちろんメソアメリカ、古代メキシコも例外ではな
く早期の土器文化が認められる。西部ではコリマ州の
カパチャ文化、ゲレーロ州海岸部のポックス土器
（Brush 1965）、中央高地ではソアピルコ=トラパコヤ
湖岸のトラティルコ文化、オアハカ中央盆地のエスピ
リディオン相、隣のテワカン谷のプロン相、チアパス
州太平洋沿岸部のソコヌスコ地域、グアテマラのバラ
相やオコス相、メキシコ湾沿岸南部のオホチ相、バヒ
オ相、またマヤ地域のコトーラ相、マモン相といった
ものがある（Porter Weaver 1981）。
　古代メキシコにおいて、土器の出現は必ずしも本格
的な農業と結びついていたわけではない。しかしメソ
アメリカのトウモロコシ（Zea Mays）については、発
酵したトウモロコシとカカオを原料とした飲み物であ
るポソルが土器に入れられて飲まれていた証拠があ
り、ポソルは今日でもメキシコ南東部で飲まれている
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（Cyphers et al. 2013; Lunagómez 2012）。
　液体を入れる土器の製作の例として、3500年以上
も前に、液体を調理し運ぶための鍋やテコマテといっ
た単純な形の土器を製作していたオルメカ文化の人々
を挙げることができる。彼らはその上、亀や甲殻類を
獲るための網を編み、木製のカヌーやその他の道具を
作った。これらを用いて川の増水により劇的に変わり
うる環境、つまり日常生活の平穏から突如、災害に見
舞われるような状況にも対応したのだった（Symonds 

et al. 2002; Lunagómez 2017）。
　重要なことを強調しておきたいが、アメリカ大陸最
古の土器文化の出現は内陸の湖や海岸部で生じたた
め、土器の技術革新は世界の他地域のように定住農耕
社会とは結びつかなかった。もし有名なオーストラリ
ア人考古学者ゴードン・チャイルドが提案したように
（Childe 1986）、土器の出現が古代文明の１つの条件で
あるならば、アメリカ大陸初期の文化においてはこの
一次的社会政治的発展の条件は達成されているとはい
えない。最古のアメリカ人、すなわちパレオ・イン
ディオが何世代にも亘って成功と失敗を繰り返し、ク
ローヴィス文化や魚尾形石器文化という最古の石器文
化を生み出したことは特筆すべきことであった。そし
て最初の土器文化を作り出した人々も同様に、幾度と
ない成功と失敗を乗り越えて、土器の製作を達成した
のである。それが生業の強化の基盤となり、長い時間
を経た後に、オルメカ、マヤ、テオティワカン、メ
シーカなどのメソアメリカの諸文明、ティワナク、イ
ンカ、チムーなどの南米のアメリカの初期文明を形成
するに至った。
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